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　COP21とは、今年12月にフラン
ス・パリで開催予定の「国連気候変
動枠組条約第21回締約国会議」
のこと。第一回会議であるCOP１
は、1992年に採択された気候変動
枠組条約に基づいて1995年に開
催された。産業界や環境保護団
体、研究所などのオブザーバーも含
めると、毎回3,000人以上が一同
に会する。
　現在、各国はCOP21で決定され
る2020年以降の新しい温暖化対
策の枠組みづくりに向けて、2025
年と2030年の温暖化対策の目標
案を国連に提出している。日本は
2030年までに、1990年比で国内
の温室効果ガス排出量を40～50
％削減することを表明済みだ。

COP21ってなあに？
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出典：国連気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
　　 第５次評価報告書第３作業部会報告書政策決定者向け要約

CO2換算
490億トン 電力・熱 25.0

農林業・土地利用 
24.0

建築 6.4

運輸 14.0

産業 21.0

その他エネルギー 9.6

出典：国際連合食糧農業機関（FAO）「世界森林資源評価2010」

-1,000
-800
-600
-400
-200
0

200
400

■森林（特に多い） ■森林　■低木地帯
森林分布

北米・中米

ヨーロッパ

アフリカ

アジア

オセアニア

（万ヘクタール／年）

世界計

2000-2010年
1990-2000年

-521

-60

-407 -341

224

-4 -70

-421

-29 -1

-400

88 68

気候変動を緩和する森が
失われつつある

ガボンのゴリラ。
生物多様性を守る森　

植林した木々は将来、材木となり
人々の生活を支える

世界の森林面積の変化（地域別）

部門別温室効果ガス排出量（2010）

農林業・土地利用部門からの
排出量は、運輸部門より多い

　
松
本
セ
ン
タ
ー
長
は
「
適
切
な
対
策
を

立
て
、
森
林
を
守
る
た
め
に
は
、
各
国
で

な
ぜ
森
林
が
減
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
多
く
の
場
合
、
森

が
失
わ
れ
る
原
因
は
農
業
開
発
で
す
が
、

他
に
も
内
戦
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が

あ
る
の
で
す
。
森
の
代
わ
り
に
植
え
ら
れ

る
換
金
作
物
も
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
だ
け
で
な

く
キ
ャ
ッ
サ
バ
や
ゴ
ム
の
木
な
ど
、
国
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
」
と
指
摘
す
る
。

　
そ
も
そ
も
、
森
が
切
り
開
か
れ
、
農
地

が
作
ら
れ
る
の
も
、
そ
こ
に
食
料
や
現
金

収
入
な
ど
の
需
要
が
あ
る
か
ら
だ
。
現
地

住
民
の
需
要
や
生
計
維
持
と
森
林
保
護
の

折
り
合
い
を
ど
こ
で
つ
け
る
か
は
簡
単
で

は
な
い
。
日
本
を
含
め
た
各
国
は
、
お
互

い
が
納
得
で
き
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
森
を
守
る
こ
と
で
、
人
の
暮
ら
し
と
、

世
界
の
環
境
を
変
え
て
い
く
。
未
来
に
向

け
た
取
り
組
み
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

世界の陸地の３割を占める森。
その面積は開発途上国を中心に年々減りつつある。

とはいえ、多くの人々が森を生活の糧にしていることも事実だ。
人々の生活と森の保全を両立するために、

私たちには何ができるだろうか。

森から世界を変える

森
を
守
る
メ
リ
ッ
ト
を

作
り
出
す

っ
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
違
法
伐
採

を
食
い
止
め
る
た
め
に
農
家
の
生
活
向
上

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
立
て
た
こ

と
が
成
果
を
上
げ
、
森
林
の
減
少
に
歯
止

め
が
掛
か
っ
て
い
る
。

　「
先
進
国
が
協
力
し
て
開
発
途
上
国
に

森
を
守
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供
す
る

〝
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
〞
の
推
進
は
、
先
進
国
と

開
発
途
上
国
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
一
方
に
負
担

を
強
い
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に
森
林
保

護
を
支
え
合
う
と
い
う
考
え
方
は
、
世
界

中
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
」
と
、

森
林
総
合
研
究
所
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
長
の
松
本
光
朗
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
は
説
明
す
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
保
護
し
た
森
林
の
広
さ
・

食
い
止
め
た
二
酸
化
炭
素
排
出
量
と
い
っ

た
成
果
の
正
確
な
計
測
や
、
そ
れ
に
対
応

し
た
適
切
な
支
払
い
査
定
は
、
技
術
的
に

は
複
雑
だ
。
そ
こ
で
、
日
本
で
は
計
測
・

評
価
法
を
ま
と
め
た
資
料
の
作
成
や
技
術

的
な
支
援
を
行
い
、
各
国
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

　
森
林
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
温
暖
化
対

策
に
な
る
と
同
時
に
、
生
物
多
様
性
の
維

持
や
、
地
元
の
人
た
ち
が
森
を
利
用
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
便
益
の
保
全
に
つ
な
が

る
が
、
そ
の
効
果
は
間
接
的
で
、
長
期
的

な
も
の
だ
。
森
を
切
り
開
か
な
い
こ
と
で

経
済
的
な
支
援
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
開

発
途
上
国
に
と
っ
て
も
森
林
を
保
全
す
る

直
接
的
で
、
短
期
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま

れ
る
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
、
国
土
の
７
割
を
占

め
る
森
は
身
近
な
存
在
だ
。
古
来
か
ら
里

山
と
し
て
人
間
の
生
活
に
密
着
し
て
き
た

森
。
だ
が
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
人

が
増
え
る
に
つ
れ
て
切
り
開
か
れ
、
森
の

面
積
は
次
第
に
減
っ
て
き
て
い
る
。

　
熱
帯
雨
林
の
減
少
そ
の
も
の
は
、
す
で

に
１
９
７
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

開
発
途
上
国
が
経
済
成
長
を
目
指
し
、
ま

た
、
先
進
国
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、

国
ぐ
る
み
で
森
林
を
開
発
し
て
い
た
か
ら

だ
。
そ
の
代
表
と
も
言
え
る
の
が
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
だ
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
か
ら
採
れ
た
パ
ー

ム
油
は
、
こ
の
時
期
、
私
た
ち
が
よ
く
食

べ
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
多
く
の
加

工
食
品
の
材
料
と
な
る
ほ
か
、
最
近
は
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
も
使
わ
れ

る
な
ど
、
需
要
が
大
き
い
。

　
世
界
の
森
林
の
減
少
の
う
ち
、
８
割
は

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
地
域
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
３
地
域
に
集
中
し
て
い

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
泥
炭
湿
地
に

蓄
え
ら
れ
た
二
酸
化
炭
素
が
、
ア
ブ
ラ
ヤ

地
球
温
暖
化
が

も
た
ら
し
た
危
機
感

シ
栽
培
の
た
め
の
干
拓
に
よ
っ
て
放
出
さ

れ
る
と
い
う
問
題
も
起
き
て
い
る
。

　
一
方
、
先
進
国
で
唯
一
、
森
林
が
大
き

く
減
少
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
乾
燥
の
進
行
で

山
火
事
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　
当
初
は
森
林
の
減
少
だ
け
が
話
題
に
な

っ
て
い
た
が
、
地
球
温
暖
化
が
国
際
的
な

問
題
と
な
っ
た
結
果
、
森
林
破
壊
の
環
境

へ
の
負
の
影
響
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
森

林
を
開
拓
し
て
畑
を
作
れ
ば
、
森
林
が
吸

収
し
て
い
た
二
酸
化
炭
素
を
野
に
放
つ
こ

と
に
な
る
。
１
９
９
０
年
代
で
は
、
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
２
割
は
森
林
破
壊

が
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
二
酸
化
炭
素
を

は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
放
出
を

減
ら
す
た
め
に
森
の
保
全
が
不
可
欠
だ
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
と
は
い
え
、
農
業
へ
の
依
存
度
が
高
い

開
発
途
上
国
に
と
っ
て
、
森
の
伐
採
・
開

発
は
経
済
的
な
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
い

る
。
単
純
に
開
発
を
非
難
し
た
り
、
禁
止

し
た
り
す
る
だ
け
で
は
、
一
方
的
に
不
利

益
を
強
い
ら
れ
る
開
発
途
上
国
側
の
反
発

を
あ
お
る
ば
か
り
だ
。

　
そ
こ
で
考
え
だ
さ
れ
た
の
が
、
森
を
守

る
こ
と
に
対
価
を
与
え
る
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
」

の
手
法
だ
。
実
際
に
、
森
林
減
少
が
止
ま

取材協力：国立研究開発法人 森林総合研究所 REDD 研究開発センター長 松本 光朗氏

地域で異なる　　の現状
世界的には、森林面積の減少傾向は鈍化しているが、地域による偏りが大きい。

アジアが植林で面積を増やしている一方、
アフリカや南米では大規模な減少が続いている。

森

特集  森林保全
森から世界を変える

し
ん

特集　森林保全

REDD＋とは
開発途上国の森林保全や二酸化炭素排出削減の取り組みに対し、
先進国が経済的な見返りを提供する仕組み。日本では2014年、民
間企業・団体、政府機関などが協力してREDD＋を推進するための
「森から世界を変えるＲＥＤＤ＋プラットフォーム」を設立。理解促進、
情報発信、ビジネスモデルの構築の三つを柱とした活動を進めている。
■ウェブサイト：http://www.reddplus-platform.jp/
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こ
と
は
、
温
暖
化
対

策
に
な
る
と
同
時
に
、
生
物
多
様
性
の
維

持
や
、
地
元
の
人
た
ち
が
森
を
利
用
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
便
益
の
保
全
に
つ
な
が

る
が
、
そ
の
効
果
は
間
接
的
で
、
長
期
的

な
も
の
だ
。
森
を
切
り
開
か
な
い
こ
と
で

経
済
的
な
支
援
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
開

発
途
上
国
に
と
っ
て
も
森
林
を
保
全
す
る

直
接
的
で
、
短
期
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま

れ
る
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
、
国
土
の
７
割
を
占

め
る
森
は
身
近
な
存
在
だ
。
古
来
か
ら
里

山
と
し
て
人
間
の
生
活
に
密
着
し
て
き
た

森
。
だ
が
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
人

が
増
え
る
に
つ
れ
て
切
り
開
か
れ
、
森
の

面
積
は
次
第
に
減
っ
て
き
て
い
る
。

　
熱
帯
雨
林
の
減
少
そ
の
も
の
は
、
す
で

に
１
９
７
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

開
発
途
上
国
が
経
済
成
長
を
目
指
し
、
ま

た
、
先
進
国
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、

国
ぐ
る
み
で
森
林
を
開
発
し
て
い
た
か
ら

だ
。
そ
の
代
表
と
も
言
え
る
の
が
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
だ
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
か
ら
採
れ
た
パ
ー

ム
油
は
、
こ
の
時
期
、
私
た
ち
が
よ
く
食

べ
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
多
く
の
加

工
食
品
の
材
料
と
な
る
ほ
か
、
最
近
は
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
も
使
わ
れ

る
な
ど
、
需
要
が
大
き
い
。

　
世
界
の
森
林
の
減
少
の
う
ち
、
８
割
は

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
地
域
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
３
地
域
に
集
中
し
て
い

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
泥
炭
湿
地
に

蓄
え
ら
れ
た
二
酸
化
炭
素
が
、
ア
ブ
ラ
ヤ

地
球
温
暖
化
が

も
た
ら
し
た
危
機
感

シ
栽
培
の
た
め
の
干
拓
に
よ
っ
て
放
出
さ

れ
る
と
い
う
問
題
も
起
き
て
い
る
。

　
一
方
、
先
進
国
で
唯
一
、
森
林
が
大
き

く
減
少
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
乾
燥
の
進
行
で

山
火
事
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　
当
初
は
森
林
の
減
少
だ
け
が
話
題
に
な

っ
て
い
た
が
、
地
球
温
暖
化
が
国
際
的
な

問
題
と
な
っ
た
結
果
、
森
林
破
壊
の
環
境

へ
の
負
の
影
響
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
森

林
を
開
拓
し
て
畑
を
作
れ
ば
、
森
林
が
吸

収
し
て
い
た
二
酸
化
炭
素
を
野
に
放
つ
こ

と
に
な
る
。
１
９
９
０
年
代
で
は
、
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
２
割
は
森
林
破
壊

が
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
二
酸
化
炭
素
を

は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
放
出
を

減
ら
す
た
め
に
森
の
保
全
が
不
可
欠
だ
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
と
は
い
え
、
農
業
へ
の
依
存
度
が
高
い

開
発
途
上
国
に
と
っ
て
、
森
の
伐
採
・
開

発
は
経
済
的
な
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
い

る
。
単
純
に
開
発
を
非
難
し
た
り
、
禁
止

し
た
り
す
る
だ
け
で
は
、
一
方
的
に
不
利

益
を
強
い
ら
れ
る
開
発
途
上
国
側
の
反
発

を
あ
お
る
ば
か
り
だ
。

　
そ
こ
で
考
え
だ
さ
れ
た
の
が
、
森
を
守

る
こ
と
に
対
価
を
与
え
る
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
」

の
手
法
だ
。
実
際
に
、
森
林
減
少
が
止
ま
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